2022年度
事業報告書
（2022年4月1日から2023年3月31日まで）

　特定非営利活動法人　ひろしまジン大学

１　事業の成果
1 講演会、講習会等による教育事業
●「授業」の開催
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、講座やワークショップは、昨年度に続きオンラインで開催するものが多かった。しかし、防災をテーマとしたまち歩き、新たに広島に転勤等してこられた方に向けてのワークショップ等、いくつかの企画は感染対策を施したうえで対面にて実施した。

2 イベント企画、開催事業
●「廿学」の開催
昨年度に続き、廿日市市プロモーション戦略室の事業「廿学」を中国四国博報堂と連携しつつ実施。廿日市市における住民の地域への興味、関心を高め、そこに暮らすことへの誇り（シビックプライド）を醸成していくことを目的に、一年をとおしてオンライン、対面で8コマの企画（授業）を開催した。

●「暮らしのことゼミナール」の開催
廿日市市より「地域福祉推進業務」を受託し、同市の地域福祉に関わる人材の発掘を目的実施。自身の日常に小さな変化を起こすことから、ちょっと豊かな暮らし、豊かな地域を考える「暮らしのことゼミナール」を開催（4年目）。「地域福祉」という「生活の基盤」となる部分に関わることで、我々が行う「まちづくり」の文脈においての課題が明確になるなど、大きな学びがある。

3 授業カリキュラムの提案事業
●今年度は実施していない。

4 社会教育の推進、子どもの健全育成に関する普及、啓発事業
●今年度は実施していない。

5 第３条の目的を達成するために必要とする事業
●平和文化ワークショップ「Think! Hiroshima」の開催
広島平和文化センターからの委託事業として、主に若い世代を対象に、広い意味での平和について考えるイベントを開催。広義での平和、日常の平和という身近なとこから主体的に考えられる機会になった。

●古民家を改修したオープンスペース「Machi+Goto」の運営
広島市西区草津に位置する築約80年の古民家を賃貸物件として借り、地域に開かれたスペース兼宿泊施設として運営している。コロナの影響から宿泊利用はあまりないが、当法人の主催で、ご近所の方も気軽に集えるようなサロン的な場「ちいさなバザー」を定期開催した。
２　事業の実施に関する事項
(1)　特定非営利活動に係る事業
	事 業 名
(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)事業の実施日時
(B)事業の実施場所
(C)従事者の人数
	(D)受益対象者の範囲
(E)人数
	事業費支出の金額
（単位：千円）

	①講演会、講習会等による教育事業
	生涯学習に係る授業等の実施
	（A）通年10回
（B）呉市等・オンライン
（C）5名
	（D）広島県内
（E）約100名

	1,059

	②イベント企画、開催事業
	「廿学」の支援
	(A)通年
(B)オンライン
(C)5名
	（D）広島県内
（E）約200名
	3,289

	
	廿日市市「地域福祉計画推進」業務
	(A)通年
(B)廿日市市内
(C)5名
	（D）廿日市市
（E）約20名

	1,579

	③授業カリキュラムの提案事業
	なし
	
	
	0

	④社会教育の推進、子どもの健全育成に関する普及、啓発事業
	なし
	
	
	0

	⑤第３条の目的を達成するために必要とする事業
	平和文化ワークショップ
「Think! Hiroshima」
	(A)6月
(B)広島市内
(C)4名
	（D）広島市
（E）約40名

	450

	
	古民家オープンスペース「Machi+Goto」の運営
	(A)通年
(B)西区草津
(C)10名
	（D）広島市西区
（E）約300名
	1,407

	
	
	
	合計
	7,784



 (2)　その他の事業
	事 業 名
(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)事業の実施日時
(B)事業の実施場所
(C)従事者の人数
	事業費の金額（単位：千円）

	書籍等の販売
	今期は実施していない。
	
	0円




（備考）
１　２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして記載する。
　２　２(2)には、定款上「その他の事業」に関する事項を定めているものの、当該事業年度にその他の事業を実施しなかった場合、「実施しなかった」と記載する。
